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令和4年4月10日第10号

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
ら
か
ら

代
表
理
事

槌
屋

久
美
子

は
ら
か
ら
物
語

２
利用者様作成

ひな祭りのお菓子入れ

４周年パーティー ちょっとおしゃれして

グループホームの窓から

今
年
も
大
宮
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
桜
が
と

て
も
き
れ
い
に
咲
い
て
い
ま
す
。
五
年
目
の

春
を
、
利
用
者
、
職
員
み
ん
な
元
気
で
迎
え

ら
れ
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

五
年
目
の
は
ら
か
ら
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
増
設
、
生
活
介
護
事
業
定
員
増
員
を
行
い

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
法
人
運
営
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
強
化
、
は
ら
か
ら
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
皆
様
に
安
心
、
安
全
で
楽
し
く
過

ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
建
物
環
境
の
充
実

に
取
り
組
み
ま
す
。
職
員
た
ち
は
、
支
援
技

術
の
向
上
の
た
め
、
現
場
で
役
立
つ
技
術
の

研
修
に
取
り
組
み
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
体
験

の
中
で
変
わ
っ
て
い
っ
た
利
用
者
の
皆
様
の

姿
に
、
四
年
間
の
手
探
り
の
時
期
か
ら
一
歩

前
に
踏
み
出
す
事
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
『
施
設
は
五
年
ご
と
に
良
い
よ
う
に
も
、

悪
い
よ
う
に
も
変
わ
っ
て
い
く
生
き
物
な
ん

だ
。
』
と
つ
ぶ
や
い
た
先
輩
施
設
長
が
い
ま

し
た
。
『
こ
れ
で
い
い
ん
だ
』
と
現
状
に
甘

ん
じ
る
こ
と
な
く
現
場
に
立
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
春
、
二
名
の
職
員
が
未
来
に
向
か
っ

て
旅
立
ち
ま
し
た
。
毎
日
学
校
帰
り
に
五
時

か
ら
九
時
ま
で
、
利
用
者
の
方
の
身
の
回
り

の
準
備
、
お
風
呂
の
掃
除
、
歯
磨
き
、
布
団

敷
き
、
室
内
消
毒
な
ど
支
援
員
の
助
手
と
し

て
働
い
て
く
れ
ま
し
た
。
大
学
に
合
格
し
出

発
し
ま
し
た
。
も
う
一
人
は
、
コ
ロ
ナ
で
留

学
先
か
ら
帰
国
し
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
働
い

て
い
た
支
援
員
が
、
復
学
の
た
め
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。
こ
の
二
人
と
の

別
れ
は
、
寂
し
い
け
れ
ど
、
は
ら
か
ら
に
と

っ
て
希
望
で
あ
り
、
未
来
に
向
か
っ
て
い
く

若
者
た
ち
を
応
援
で
き
た
こ
と
は
、
み
ん
な

の
誇
り
で
す
。
も
う
一
人
、
は
ら
か
ら
で
誇

り
と
す
る
青
年
が
い
ま
す
。
高
校
時
代
か
ら

支
援
員
の
助
手
を
続
け
大
学
に
進
み
、
今
で

は
夜
勤
ま
で
行
い
、
利
用
者
、
職
員
か
ら
も

信
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。
は
ら
か
ら
の
支
援
理

念
の
一
つ
『
人
の
支
援
は
関
係
作
り
か
ら
』

を
実
践
し
て
く
れ
た
若
者
で
す
。

実
は
、
二
月
二
十
日
～
三
月
九
日
ま
で
は

ら
か
ら
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
十
九
日
に
利
用
者
一
名

発
症
。
二
十
二
日
職
員
一
名
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で

陽
性
者
と
な
り
、
二
十
六
日
利
用
者
一
名
が

発
熱
し
、
見
な
し
陽
性
者
と
な
り
ま
し
た
。

三
月
九
日
全
面
解
除
。
利
用
者
職
員
み
ん
な

で
一
日
一
日
す
べ
て
の
力
を
出
し
て
コ
ロ
ナ

に
向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。
初
め
て
コ
ロ
ナ

発
症
の
現
実
を
体
験
し
て
混
乱
も
あ
り
ま
し

た
が
、
多
く
の
も
の
を
学
ん
だ
日
々
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
を
最
小
限
で
抑
え
ら
れ
た

こ
と
は
私
た
ち
に
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
ど

う
い
う
こ
と
か
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
地

域
の
皆
様
、
行
政
の
皆
様
、
保
健
所
の
皆
様
、

病
院
関
係
の
皆
様
、
た
く
さ
ん
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
多
く
の
皆
様
に
支
え

ら
れ
生
き
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
気
づ
く
事

が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
ろ
か
ら
感
謝
と
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
五
年
目
の
は
ら
か
ら
は

コ
ロ
ナ
か
ら
学
ん
だ
多
く
の
力
を
携
え
て
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
臨
ん
で
い
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

四
月
、
新
規
職
員
を
十
一
名
迎
え
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
が
利
用
者
さ
ん
た
ち
と
ど

ん
な
ド
ラ
マ
を
展
開
し
て
い
く
の
か
、
と
て

も
楽
し
み
で
す
。
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７月の開所に向けて、3月末現在、急ピッチで作業が進んでおります。
外装はほぼ完成し、内装も着々とできつつあります。
お披露目まであと少しです。

編集後記

利用者様やそこに携わる職員の
考え等、編集に携わることで知
りえた思いが沢山ありました。
新年度ではまた新たな気持ちで
突き進んでいきたいです。

高橋尚之

令和４年度 前半の予定（デイサポート和音）

4/22（月）４月誕生会 7/ 4（月）七夕
5月 ミニドライブ外出 8/ 5（金）８月誕生会
5/30（月）５月誕生会 9/16（金）９月誕生会
6/17（金）６月誕生会

グループホームのトイレ掃除

尿漏れを防ぐために、
便座の下にトイレット
ペーパーを挟みます。

便器の中と周り、
便座、壁、床を
丁寧に拭きます。

いつもぴかぴか！
はらからトイレ

便座を
取り外します！

隠れた汚れを
取り除きます。

便器の下に尿の
しみこみを防ぐため、
床の付け根にタオル
をセットします。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

午後降り出した雪は、
一晩で10㎝以上も
積もりました。
職員は早朝から雪かき
に追われました。
日中は、雪合戦と雪だ
るま作りを楽しみました。
（R4.1.9～10撮影)

南側からの外観。屋根に
太陽光パネルが載っています。

西側からの外観。
非常階段があります。

内装の様子。
エレベーターとキッチンカウンター

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
『利
用

者
様
の
生
活
環
境
を
整
え
る
』

こ
と
を
生
活
支
援
と
同
じ
位
、

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
る
の
が
ト
イ
レ
掃
除
で

す
。ト

イ
レ
掃
除
と
言
っ
て
も
一

般
的
な
ト
イ
レ
掃
除
で
は
な
く
、

生
活
環
境
の
中
に
尿
臭
が
し

な
い
ホ
ー
ム
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
一
日
二
回
利
用
者
様
が

寝
静
ま
っ
た
夜
中
と
生
活
介

護
に
出
か
け
て
い
る
昼
間
に
徹

底
的
に
掃
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ト
イ
レ
掃
除
に
お
け
る

大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
便
器
の

下
の
部
分
、
床
と
の
付
け
根
部

分
で
す
。
こ
こ
は
、
便
器
に
飛
ん

だ
尿
が
流
れ
て
た
ま
り
や
す
く

悪
臭
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
便
器
を
外
し
て
掃
除

し
ま
す
。

は
ら
か
ら
で
働
く
ま
で
は
何

気
な
く
や
っ
て
い
た
ト
イ
レ
掃

除
で
し
た
が
、
『
生
活
を
共
に

す
る
利
用
者
様
た
ち
が
健
康

で
生
活
す
る
た
め
の
大
切
な

場
所
、
』
と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
『
こ
こ
は
綺
麗
な

施
設
で
す
ね
』
と
言
わ
れ
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
ぴ

か
ぴ
か
の
ト
イ
レ
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
ら
か
ら

高
橋
尚
之

(

下
記
、
ト
イ
レ
掃
除
の
手
順)

桜の木の下で（R4.4.3撮影）



令
和
三
年
十
月
～
令
和
四
年
三
月

年
表

12月 11月 10月

15
日

22
日

17
日

21
日

25
日

29
日

3
日

8
日

19
日

22
日

７
日

10
日

22
日

25
日

29
日

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

和
音

誕
生
会
と
ク
リ
ス
マ
ス
会

グ
ル―

プ
ホ―

ム
１
番
館

忘
年
会

短
期
入
所

ク
リ
ス
マ
ス
会

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
２
番
館

ド
ラ
イ
ブ
・誕
生
会

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
3
・
4
番
館

地
鎮
祭

和
音

ミ
ニ
ド
ラ
イ
ブ

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
２
番
館

誕
生
会

和
音

誕
生
会

和
音
誕
生
会

広
報
紙
第
９
号
発
行

グ
ル―
プ
ホ―

ム
1
番
館

誕
生
会

グ
ル―
プ
ホ―

ム
２
番
館

誕
生
会

和
音

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

活
動
班
別
に

５
日
に
分
け
て
実
施

４
日
に
分
け
て
接
種

12/29
グループホーム２番館 誕生会

11/3
グループホーム３・４番館 地鎮祭

10/29
和音 ハロウィーンパーティー

【令和４年度４月～６月】
デイサポート和音 管理者・サービス管理責任者 槌屋久美子
グループホームはらから 管理者・サービス管理責任者 池田涼平
相談支援事業所ここから 管理者 片原圭子

相談支援専門員 片原圭子 石谷 洋
ショートステイ和音 管理者 槌屋久美子

【令和４年度７月以降】
デイサポート和音 管理者・サービス管理責任者 片原圭子
グループホームはらから 管理者 池田涼平

サービス管理責任者 池田涼平 村田陽子
相談支援事業所ここから 管理者 槌屋 昇

相談支援専門員 石谷 洋

※ショートステイ和音は６月末で廃止となりますが、グループホーム２・３番館での
併設型短期入所は継続します。

令和４年度 新体制について

開設から５年目となるデイサポート和音（生活介護）とショートステイ和音（単独型短期入所）の
大きな改革を行います。
７月にグループホーム３・４番館を増設するのに伴い、デイサポート和音の定員を増やす予定です。
単独型短期入所事業（定員６名）ショートステイ和音を廃止します。
ショートステイ和音で使用していたスペースを、日中活動の場として使用します。

3月 2月 1月

９
日

31
日

21
日

３
日

26
日

３
日

14
日

17
日

22
日

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

は
ら
か
ら
４
周
年

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

和
音

節
分
と
誕
生
会

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
２
番
館

誕
生
会

初
詣
、
ド
ラ
イ
ブ
（お
ゆ
み
神
社
、

ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
方
面
）

和
音

誕
生
会

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
３
・４
番
館

上
棟
式

短
期
入
所

誕
生
会

５
日
に
分
け
て
実
施

は
ら
か
ら
の
生
活
介
護
（デ
イ
サ
ポ
ー
ト
和
音
）
で
は
、
短
期

入
所
や
日
中
一
時
の
方
を
含
め
て
、
一
日
最
大
二
十
九
名
の

方
が
日
中
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
活
動
の
中
で
最
も
力

を
入
れ
て
い
る
の
が
『歩
行
』と
『
自
立
課
題
』で
す
。
歩
行
に
つ

い
て
は
既
に
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
回
は
自
立
課
題
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

自
立
課
題
と
い
う
と
、
自
立
を
目
指
し
て
行
う
課
題
と
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
い
で
す
が
、
実
際
は
「
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ

自
分
で
選
ん
で
取
り
組
む
活
動
」で
す
。
以
前
、
袖
ヶ
浦
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
見
学
し
た
際
は
、
細
か
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
自

立
課
題
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る
こ
と

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
確
か
に
そ
の
よ
う
な
面
も
あ

り
ま
す
が
、
私
は
、
一
人
一
人
が
楽
し
ん
で
取
り
組
む
時
間
、

お
互
い
を
知
り
職
員
と
の
関
係
を
築
く
時
間
、
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

楽
し
い
ぞ
！

自
立
課
題

―
 

生
活
介
護
で
の
取
り
組
み
か
ら―

黙
々
と
集
中
し
続
け
る
方
、
課
題
の
合
間
に
横
に
な
っ
て
休

憩
す
る
方
、
取
り
組
み
方
は
様
々
で
す
。
工
作
す
る
方
、
絵
を

描
く
方
、
パ
ズ
ル
を
す
る
方
、
ビ
ー
玉
で
遊
ぶ
方
、
つ
み
木
を
高

く
積
み
あ
げ
る
方
、
興
味
の
あ
る
こ
と
も
一
人
一
人
違
い
ま
す
。

職
員
の
手
を
引
い
て
、
得
意
げ
に
で
き
た
も
の
を
見
せ
て
く
れ

る
方
も
い
ま
す
。
ア
イ
ド
ル
好
き
の
方
に
は
ア
イ
ド
ル
の
絵
合
わ

せ
を
、
電
車
好
き
の
方
に
は
電
車
の
パ
ズ
ル
を
作
り
ま
す
。
楽

し
ん
で
い
る
様
子
を
見
て
い
る
と
、
次
々
と
自
立
課
題
が
増
え

て
い
き
ま
す
。
百
円
均
一
へ
行
く
と
、
一
人
一
人
の
楽
し
む
姿

を
つ
い
つ
い
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
外
出
や
行
事
の
機
会
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
も
、
全
体
で
は
集
ま
れ
ず
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
行

事
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
も
こ
の
状
況
が
続
く
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
『笑
顔
あ
ふ
れ
る
は
ら
か
ら
』を
目

指
し
、
毎
日
を
楽
し
め
る
よ
う
、
様
々
な
活
動
の
工
夫
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ポ
ー
ト
和
音
リ
ー
ダ
ー

阿
部
秀
樹

3/21
はらから４周年パーティー

2/3
和音 節分と誕生会

1/17
グループホーム３・４番館 上棟式

1/3
初詣



養
護
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
は
亥

鼻
福
祉
作
業
所
に
通
い
始
め
、
そ
の

時
に
出
会
っ
た
の
が
現
在
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
で
一
緒
の
水
野
鉄
男
様
で
し

た
。
今
で
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
仲
で

す
が
、
二
人
は
作
業
所
に
通
っ
て
い
た

頃
か
ら
の
友
人
で
、
と
て
も
仲
が
良

か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

作
業
中
は
と
て
も
几
帳
面
で
紙
袋

折
り
・箸
入
れ
・機
械
部
品
の
仕
分
け

等
、
様
々
な
作
業
を
こ
な
し
て
い
ま
し

た
が
本
人
の
ペ
ー
ス
で
出
来
な
い
部
分

も
あ
っ
て
苦
労
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と

で
す
。

そ
の
後
中
野
学
園
・
や
さ
し
ー
ど
を

経
て
、
平
成
三
十
年
三
月
よ
り
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
は
ら
か
ら
に
入
居
さ
れ
、

は
ら
か
ら
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。

通所時代の水野様と中村様

作業に取り組む中村様

「ご家族の思い」

お母様

小さい頃から身体が弱く、お腹を壊すことが多い子

でした。そんな彼が今では毎日元気で散歩したりと活

動的でいることがとてもうれしく感じます。昔から楽

しい雰囲気や環境が好きで、自分から進んで参加しに

いく子でした。これからも元気に健康で、皆様に可愛

がって頂けたら嬉しいです。

妹様

私は小さい頃から兄と一緒に生活してきたので、自

然と障害については受け入れられていました。人には

色んな個性があるとは思いますが兄には今までと変わ

らずにいて欲しい。また、職員の皆様には無理強いは

させず、本人のありのままを受け入れて行って欲しい

です。最後に気の許せる職員さんがいなくなってしま

う事は兄にとっても本当に残念なことなので、出来る

だけ長く職員さんには働いていて欲しいです。
家族旅行を楽しむ中村様ご家族

お父様と桜の木の下で…
貢様、母 ツカ子様、妹 文子様
左は高橋生活支援員

ヒストリー

⋯History⋯

二
、
三
歳
頃
よ
り
国
府
台
病
院
か

ら
の
紹
介
で
国
分
幼
稚
園
に
通
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
お
母
様
が
見
え
な
く
な
る

と
、
寂
し
く
て
よ
く
泣
い
て
い
た
そ
う

で
す
。

国
分
幼
稚
園
を
卒
業
し
て
か
ら
は

大
宮
学
園
へ
通
園
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
学
園
で
は
同
世
代
の
方
々

と
遊
ぶ
よ
り
も
職
員
と
一
緒
に
い
る

こ
と
の
方
が
楽
し
か
っ
た
様
で
、
職
員

の
方
に
と
て
も
懐
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
楽
し
い
事
が
大
好
き
で
五
、
六

歳
頃
に
は
家
の
近
く
を
三
輪
車
で

走
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
楽
し
く

な
り
す
ぎ
て
よ
く
迷
子
に
な
っ
て
い
た

と
の
事
で
す
。

大
宮
学
園
を
卒
業
し
九
歳
に
な
る

年
か
ら
市
立
小
学
校
の
特
殊
学
級
へ

通
う
よ
う
に
な
り
、
当
時
は
妹
様
と

一
緒
に
登
校
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

楽
し
い
事
は
自
ら
進
ん
で
参
加
す

る
姿
勢
は
変
わ
ら
ず
、
運
動
会
で
は

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
受
け
取
る
役
を
立
派

に
や
り
遂
げ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
四
十
年
十
月
十
日
、
お
母
様

の
実
家
で
あ
る
富
山
県
に
て
お
生
ま

れ
に
な
り
、
そ
の
後
千
葉
市
浜
野
町

に
あ
る
自
宅
に
て
生
活
が
始
ま
り
ま

し
た
。

生後９か月頃の
中村様

三輪車に夢中の様子

ご近所のお友達と砂遊びで
満面の笑み！

トロフィーを受け取る
中村様

小
学
校
卒
業
後
は
中
高
一
貫
の
市

立
養
護
学
校
へ
入
学
し
、
高
校
一
年

の
時
に
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
方
々
と
一

緒
に
劇
を
行
い
、
貢
様
は
お
じ
い
ち
ゃ

ん
役
を
務
め
上
げ
た
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
後
ご
本
人
は
と
て
も
お
じ
い
ち
ゃ

ん
役
が
気
に
入
り
、
卒
業
す
る
ま
で

の
間
、
そ
の
劇
を
す
る
時
に
は
必
ず

お
じ
い
ち
ゃ
ん
役
で
出
演
し
て
い
た
と

の
こ
と
で
す
。
他
に
も
手
先
の
作
業
を

頑
張
っ
て
行
い
、
袋
折
り
は
と
て
も
几

帳
面
に
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

劇に参加する
中村様



コロナウィルスの影響により、帰宅できないままの短期入所生活が２年経とうと

しています。当たり前が変わり、生活も変わる。利用者様にとっても職員にとって

も色々な事を考えさせられる２年でした。

コロナが身近にある生活にも慣れてきた、そんな生活の中で、とある利用者様

に起きたことです。帰宅ができないため、短い時間ではありますが、保護者と面

会をすることとなりました。感染者数も増加の一方で、出来るだけ接触を避ける

ため、はらからの玄関で５分程の面会です。利用者様は普段と変わりない様子

で保護者と面会されていました。５分の面会を終えた後、その日は行事があり、

チョコフォンデュでマシュマロやバナナを食べていました。

食べている最中です。利用者様がボロボロと涙を流しながら、泣きだしました。

今までに見たことがないほどです。コロナありきの生活に慣れ、普段元気に過ごし

ていても、やはり寂しい想いをしているんだと改めて感じました。

利用者様は言葉にできない想いがたくさんあります。生活の中で出来るだけ汲

み取って支援を出来たらと思います。泣きながらもチョコを食べ続ける姿にはたく

ましさも感じました。

ショートステイ和音 石谷 洋

は
ら
か
ら
が
、
現
在
行
っ
て
い
る
事
業

に
は
生
活
介
護
、
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型

共
同
生
活
援
助
（グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
、
併

設
型
短
期
入
所
、
単
独
型
短
期
入
所
、

日
中
一
時
支
援
、
相
談
支
援
と
あ
り
ま

す
。平

成
二
十
八
年
六
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

は
ら
か
ら
を
立
ち
上
げ
、
一
番
初
め
に
開

設
し
た
の
が
「
相
談
支
援
事
業
所
こ
こ
か

ら
」
で
す
。
平
成
二
十
九
年
八
月
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
は
ら
か
ら
の
事
務
所
と
し
て
お
借

り
し
て
い
た
、
若
葉
区
東
山
科
町
の
一
軒

家
で
相
談
支
援
事
業
所
を
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
こ
こ
か
ら
」
は
名
前
の
通
り
で
、
こ
こ
か

ら
は
ら
か
ら
物
語
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い

う
意
気
込
み
で
名
付
け
ま
し
た
。
当
時
は

千
葉
市
か
ら
、
「Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
ら
か
ら
」

を
含
め
た
事
業
所
名
を
勧
め
ら
れ
た
こ

と
も
あ
り
（
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
ら
か
ら
」
を

認
知
し
て
も
ら
う
た
め
）
の
で
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
は
ら
か
ら
地
域
相
談
支
援
事
業
所

こ
こ
か
ら
」
と
い
う
長
い
名
前
を
付
け
ま
し

た
。ま

ず
、
事
業
所
に
電
話
を
引
く
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
次
に
プ
リ
ン
タ
ー
を
購
入

し
・
・
・
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。

何
も
か
も
が
初
め
て
で
、
何
を
す
る
の

も
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
も
、
相
談
者
は
一

人
二
人
と
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
相
談
が

き
っ
か
け
で
、
は
ら
か
ら
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
へ
入
居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

平
成
三
十
年
三
月
に
、
現
在
の
大
宮
町

に
生
活
介
護
を
は
じ
め
、
他
の
事
業
が
始

ま
り
、
相
談
も
大
宮
町
で
受
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
令
和
元
年
七
月
に
法
人
の

事
務
所
移
転
に
合
わ
せ
て
、
こ
こ
か
ら
も

大
宮
町
に
移
転
す
る
と
同
時
に
、
長
か
っ

た
名
称
も
「
相
談
支
援
事
業
所
こ
こ
か

ら
」に
変
更
し
ま
し
た
。

現
在
こ
こ
か
ら
が
対
象
と
し
て
い
る
障

害
は
、
知
的
障
害
と
精
神
障
害
の
方
で

す
。ご

本
人
が
望
む
生
活
、
自
立
し
た
生
活

を
送
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
支
え
が
必

要
に
な
る
の
か
を
考
え
、
計
画
を
立
て
る

こ
と
、
そ
の
計
画
が
上
手
く
い
っ
て
い
る
の

か
確
認
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
す
る
こ
と
が
、

相
談
支
援
の
主
な
仕
事
で
す
。
持
っ
て
い

る
障
害
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
お
一
人
お

一
人
を
取
り
巻
く
環
境
も
違
え
ば
ご
本

人
が
望
む
こ
と
も
違
い
ま
す
。
そ
の
お
一

人
お
一
人
の
ケ
ー
ス
と
丁
寧
に
向
き
合
い
、

こ
こ
か
ら
一
歩
が
踏
み
出
せ
る
よ
う
な
相

談
支
援
を
、
こ
れ
か
ら
も
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

相
談
支
援
事
業
所
こ
こ
か
ら

管
理
者
・
相
談
支
援
専
門
員

片
原
圭
子

こ
こ
か
ら
物
語

クリスマス会
ケーキをみんなでつくりました

バレンタインでのチョコ作り

相談を行う
片原相談員

一昨年から全世界を覆いつくした新型コロナウイルスにより今年度も不自由な一年と

なってしまいました。それにより、施設での恒例行事の中止や地域のイベントも中止になり、

利用者、職員共に残念に感じていました。一時期、感染者数が少なくなってきたタイミン

グで一部の利用者の帰宅を再開し、このまま解除に向けて順調に進むかと思いましたが、

年末でのオミクロン株の拡大により再び帰宅を中止することになり、ご家族様も残念に感じ

られたと思います。

そんな中でも利用者は逞しくなりました。このコロナ禍での生活を受け入れてきた様子

で、昨年は帰宅できない事で不安定になっていた利用者も、今は帰宅の訴えがほとんど

聞かれなくなり、彼らなりにこの生活が呑み込めてきたのだと思います。職員もコロナ禍で

も利用者と楽しめる事を模索し、感染対策をしっかりとした上でのクリスマス会、少人数で

のドライブや初詣等のイベントを実施していくことができました。

感染対策を継続して行ってきましたが、２月にグループホームの利用者でコロナウ

イルスに感染したことが判明しました。感染したことで利用者も生活様式の変更を余

儀なくされ、慣れない中での生活になったことで不安だったと思います。職員も同様

に対応に追われ、精神的疲労を感じていました。ご家族様にも多大なご心配をおか

けしましたが、３月初めには隔離対応も解除になり利用者にも安心した表情が伺え

ます。今回のコロナウイルスを間近で感じたことで初めは不安や緊張もありました。け

れど支援を続けていく中で感染対策の意味を理解し、自信を持って支援を行えまし

た。この先も様々な出来事があると思いますが、一歩ずつ地道に乗り越えていきた

いと思います。

グループホームはらから管理者

池田涼平週末の散歩の様子

現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
は
、
誰
が
罹
っ
て
も
不
思
議
で

は
な
い
状
況
で
す
。
い
つ
施
設
内
に
て

感
染
者
が
出
る
か
、
不
安
な
毎
日

を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
看
護

師
が
感
染
予
防
と
し
て
考
え
て
い
る

こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

こ
と
。

障
害
の
あ
る
利
用
者
さ
ん
に
、
ワ

ク
チ
ン
の
注
射
を
し
て
く
だ
さ
る
病

院
を
見
つ
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
後
に
「
痛
い
」
「
苦
し
い
」
「
気
分
が

悪
い
」
等
の
訴
え
が
出
来
な
い
利
用

者
さ
ん
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ

と
は
、
病
院
に
と
っ
て
も
リ
ス
ク
と
な

る
か
ら
で
す
。
何
件
も
病
院
を
当
り
、

接
種
し
て
く
だ
さ
る
病
院
が
見
つ

か
っ
た
時
は
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
現
在

利
用
者
さ
ん
全
員
が
三
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
し
た
。

３回目のワクチン接種を
終え、ほっとしたポーズ

二
つ
目
は
体
力
作
り
で
す
。

は
ら
か
ら
で
は
体
力
作
り
と
し
て

歩
行
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
歩
行
に
は
有
酸
素
運
動
と
し
て

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
改
善
す
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。

三
つ
目
は
免
疫
力
を
つ
け
る
こ
と
で

す
。は

ら
か
ら
で
は
、
免
疫
力
を
つ
け
る

食
材
を
中
心
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
調
理

し
た
も
の
を
食
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
食

事
の
雰
囲
気
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ッ
フ
の
手
作
り
料
理

を
、
笑
顔
で
食
べ
る
こ
と
が
免
疫
力

を
上
げ
、
感
染
力
を
下
げ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
私
た
ち
職
員
も
、
利
用

者
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
で
免
疫

力
を
高
め
て
い
ま
す
。

は
ら
か
ら
に
は
昨
年
度
二
名
の
非

常
勤
看
護
師
が
加
わ
り
、1

名
の
常

勤
の
看
護
師
と
三
名
の
非
常
勤
看

護
師
の
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
四
名

で
力
を
合
わ
せ
、
は
ら
か
ら
（
利
用

者
・
職
員
）
の
健
康
を
守
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

看
護
師

成
田
智
恵
子

散歩中、ほっと一息

みんなでふざけて変身！


